
（直接生徒の指導を担う教職員について、数回に渡りご紹介させていただきます。） 

  Ｈ28 年から１年間浜中に勤務し、教職人生３４年目迎えて再び浜中に勤務することになった 

蝦名先生。生徒にはいつも優しい口調で語りかけ、安心を与える中にも、ユーモアたっぷりの会 

話は、面白さと元気が詰まっています。大学時代に合唱の指揮者を経験して教える楽しさを味わ 

い、教員の道に進む覚悟を決めたとのこと。当時は、高校の講師をしながら数学免許も取り、高 

倍率（10 倍）の教採試験をクリア。時代に合わせて ICT を効果的に活用した授業を目指します。 

 初任者 1 年目。初めて訪れた浜中町にも関わらずすぐに学校や地域に慣れ、特に浜中市街は、 

実家のある陸別に似ており、浜中市街に住んでいる佐々木先生はとっても安心できるとのこと。 

学校では ICT を難なく使いこなし、いつも明るく笑顔を絶やさない性格の持ち主。小・中学生 

時代は保健室でぬいぐるみで遊んだり、熱を測ってみたりするタイプ。何でも受け入れてくれる 

優しい保健室の先生に憧れ養護教諭の道へ。子どもたちの健康と健全な成長のために頑張ります。 

 浜中３年目の我妻さん。普段は給食配膳の準備、校内掃除や洗濯、文書や印刷物の整理…など 

何でもこなし、生徒・先生方、学校環境のために陰で浜中を支える貴重な人材です。卒業生から 

お手紙をもらったことが嬉しくて今でも残してあるとのこと。夜空に浮かぶ星たちを一眼レフカ 

メラにおさめるのが好きという良い趣味の持ち主。秋から冬の夜空は雲がかかっていないことが 

多く撮影時期に最高という。今後も浜中中学校の役に立てるように一生懸命頑張っていきます。 
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～ 継続は力なり ～ 
校長 柏尾 和市 

  

         ４月１日より４年ぶりの浜中町、そして１２年ぶりに７年間お世話になった浜中中学 

校に勤務することができてとてもうれしく思います。また、当時の生徒たちが、立派な 

親となり、社会人となって活躍している姿をみると感激もひとしおです。 

                    さて、令和５年度は新入生６名を迎え、全校生徒１２名となった浜中中学校は、新し 

く着任した５名を含む職員１０名とともに、新たなスタートを切りました。生き生きと 

した目、教師たちの話しに頷きながら聞く態度、しっかりとした姿勢で学校生活に臨んでいる子どもたちを

見ると、気を緩める余裕などないことに改めて気づかされます。 

義務教育の最終段階である中学校は、学習に励み、心を磨き、心身を鍛練し、知・徳・体の調和のとれた 

成長と発達段階に合わせた自立を促し、次のステップに送り出すことが役目です。そのためには、学ぶ場に 

ふさわしい環境作りを実現し、下記の学校教育目標が生徒の姿として具体的に現れてくることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校教育目標（Educational Goals） 

共に学び、共に生きる主体的な存在を目指して  

1 目標を持って学び続け、新しい未来を創造する生徒 
2 多様な他者と協働しながら、自らの人生に挑戦し続ける生徒 
3 たくましい心と身体を目指し、自ら生活改善を続ける生徒 

校長自慢【その３】 

「陰でハマチュウを支え、 

とっても頼りがいのある」 

我妻 千尋 事務生 
について 

 

「いつも笑顔で明るく、 

元気一杯の養護教諭」 

 佐々木 美宮 先生 
について 

 

■昨年 12月の冬至が過ぎた日から、だんだん日が長くなるのを楽しみにしていましたが、先週、あっという間に、

夏至が過ぎ去りました。今後はだんだん日が短くなり、明日からは、体育祭行事が行われる７月を迎えます。 

■学校では、修学旅行、遠足、自然体験活動、前期中間テスト、中体連卓球大会が終了しました。子どもたちはそ

れぞれ行事や諸活動を充実させ、勉強や部活動、そして体育祭に向けて、一生懸命に取り組んでいるところです。 

■大きな行事等を終え、一区切りついたあとの子どもたちの姿を見ると、私はいつも思い出す言葉があります。  

それは『継続は力なり』です。この中の「継続」について、ある本に次のようなことが書いてありました。 
 
■多くの人が「継続」を「ただ長く続けていること」だと勘違いしている。例えば、前跳びをいくら練習しても   

二重跳びはできるようにならない。長い時間走ったとしてもダラダラ走っているだけでは上達しない。ただ同じこ

と続けていれば「力」につながると思い込み、勝手に伸びるという都合の良い解釈。真に継続させるという意味は

同じことを同じレベルで繰り返したりダラダラしたりすることではない。自分の能力を伸ばすために必要なのは、

「続けること以上に（できるだけ上のレベルに・できるだけ速いスピードで・できるだけ高い目標を持って）『挑戦する』ことだ。 
 
■今年の中体連卓球大会。残念ながら新聞紙上を賑わすような結果は残せられませんでした。しかし、生徒が努

力した証である「成長」という結果には、目を見張るものがあります。成長を遂げた生徒の姿を見ると、私はと

ても嬉しくなります。 

■『継続は力なり』という言葉に対して「努力して継続したから必ず 

良い結果（成績）になるとは限らない。」という声を耳にすることが 

あります。確かに何か目指すところ（目標）に向かい努力しても、結 

果として目標に到達しないことも多くあります。そういう意味では、 

「継続は力になっていない」かもしれません。 

■結果に結びつかなくても継続して努力した痕跡は残り、これから先 

の激動の社会を生き抜くために必要な力が身につきます。それが継続 

することの一番大きな意味で、間違いなく「継続は力なり」なのです。 

■子どもたちには、今後も「挑戦する」心を持って努力を継続し、目 

標に向かって、自分を磨くことを忘れないでほしいと思います。 

■努力を続けている子どもたちを見守り、応援する。浜中中学校はその姿勢を忘れずに、今後も教職員一同力を合

わせて頑張ります。保護者の皆様、地域の皆様の一層のご支援とご協力をお願いいたします。 

「再び浜中中学校にて、教鞭 

を執られている社会教師」 

 蝦名 邦人 先生 
について 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 土 11 火 21 金 学力コンテスト（数学）

2 日 12 水 陶芸体験教室①（3年生） 22 土

3 月 朝会 13 木 前期専門委員会 23 日 カデットの部卓球大会

4 火 14 金
浜レク（生徒会主催）
スクールカウンセラー

24 月 1学期終業式

5 水 先生方の研究会（午前授業） 15 土 25 火 夏季休業～８／１７

6 木 16 日 26 水

7 金 17 月 海の日 27 木

8 土 第28回体育祭 18 火 清掃強化週間～21日 28 金

9 日 19 水 29 土

10 月 振替休業日 20 木
どさチャン
青少年芸術劇場

30 日

31 月

7
月
行
事
予
定

６月７日～８日にかけて２・３年生６名が、釧路管内では初となる航空機を使 
用しての修学旅行に行ってきました。見学地は札幌、小樽、ニセコ、ルスツです。７日に中標津空港より出発し
た一行は１日目、札幌の自主研修、２日目は小樽の自主研修、尻別川でのラフティングを楽しみました。最終
日は霧雨の降る中ではありましたが、ルスツリゾートで数々のアトラクションを満喫。午後は新千歳空港にて
ショッピングをしながら帰り便の出発時間を待ちました。いよいよ出発の時間。到着地、中標津空港は濃霧に
よる視界不良が見込まれ、安全な着陸が難しい場合、出発地の新千歳空港に戻る可能性がある条件付き
でのフライトでした。出発直後、ライブカメラは滑走路をしっかりと捉えていましたが、到着時間が近づくにつ
れ、かなりの視界不良に。航空機は２度着陸を試みたようですが、安全確実な着陸が見込めないために新
千歳空港へ引き返すとの判断に至りました。２時間以上もの間、航空機で上空にいた生徒たちは若干の疲
れはあったものの、まさかの一泊延長に心の中でガッツポーズをしていたようです。また、翌日も視界不良が
見込まれたため、急遽、特急で帰路につくことに…。様々な変更があったものの臨機応変に対応して案着し
た生徒たちは、たくさんの経験を積み、ひとまわり大きくなって帰校しました。何よりケガや体調不良者もなく
笑顔で帰ってきたこと大変嬉しく思います。保護者の皆様にも、ご理解とご協力をいただきましたことに感謝
いたします。 

６月８日、１年生としては初めての行事遠足を
行いました。場所は地元浜中です。午前中は
「MO―TTOかぜて」で、タカナシ乳業様から無
償提供いただいた 4.0牛乳を使用してのアイス
クリーム作りと、ピザ作りを行いました。自分たち
の手で作った食べ物の美味しさは格別でした！
午後は、桜公園横のパークゴルフ場で約２時間
ラウンドを楽しみました。その後、レクを行い帰路
へ！楽しいひとときを過ごすことができました。 

 ６月１７日（土）卓球の地区中体連大会がウインドヒル
くしろスーパーアリーナで行われました。浜中中学校から
は６名の生徒が個人戦に出場しました。生徒たちは、練習
の成果を発揮しようと一生懸命、そして、真剣に試合に臨
んでいました。上位進出はかないませんでしたが、次の新
たな目標に向かって更に自分を鍛え抜いてほしいと思い
ます。３年間卓球部を支え、自らの成長に汗をながした３
年生の皆さん、本当にお疲れ様でした！ 

☆今年度１回目のいじめアンケートを実施した結果、「嫌な思いをしたことがある」「嫌な思いをしている人を
見たり、聞いたりしたことがある」と回答した生徒はいませんでした。今後とも、生徒に寄り添った支援体制を
もとに生徒理解に努めるとともに、安心・安全な教育環境作りを進めてまいります。 


